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稲
盛
経
営
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
は
、
研
究
と
社
会
を
つ
な
ぐ
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
誌
Ｐ
４
〜
17

で
紹
介
し
た
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
再
生
を
先
導
し
た
哲
学
・
教
育
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
研
究
の
成
果
を
教
育
現
場
に
還
元
す
る
た
め
に
、

立
命
館
附
属
校
で
あ
る
立
命
館
宇
治
高
校
及
び
立
命
館
守
山
中
学
校
の
協
力
を
得
て
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
社
員
の
働
き
方
に
学
ぶ
授
業
案
を
開
発
、
実
施
し
ま
し
た
。

現
在
の
日
本
人
に
と
っ
て
最
も
一
般
的
な
「
会
社
や
組
織
に
所
属
し
て
働
く
」
と
い
う
働
き
方
は
、
生
徒
た
ち
か
ら
は
見
え
に
く
く
、

ニ
ュ
ー
ス
や
大
人
た
ち
か
ら
聞
く
、「
長
時
間
労
働
で
大
変
そ
う
」「
自
分
の
意
見
を
言
え
ず
、
命
令
に
従
う
だ
け
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
実
際
は
、
労
働
に
よ
っ
て
社
会
や
人
々
の
役
に
立
つ
と
い
う
実
感
を
得
た
り
、
生
き
が
い
や
思
い
を
実
現
し
、「
生
き
る
力
」
を
鍛
え
ら
れ
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
企
業
の
現
場
に
つ
い
て
生
徒
た
ち
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
教
材
開
発
を
進
め
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
の
11

月
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
研
究
会
の
中
で
授
業
を
公
開
し
、
多
く

の
教
育
関
係
の
方
に
授
業
を
見
学
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
働
く
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
」
特
別

授
業
は
全
３
回
。
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
も

と
に
大
人
た
ち
の
働
く
理
由
を
考
え
、
そ

れ
を
も
と
に
自
分
に
と
っ
て
の
「
働
く
意

味
」
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
が
提
供
し
た
教
材

J
A
L
社
員
の
働
き
方
に
学
ぶ
授
業
。

研
究
の
成
果
を
教
育
へ
。

　

立
命
館
宇
治
高
校
で
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｌ
※

（
キ
ャ
リ
ア
教
育
授
業
）
担
当
チ
ー
ム
の

酒
井
淳
平
教
諭
、
徳
地
克
己
教
諭
を
中
心

に
、リ
ク
ル
ー
ト『
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
』

誌
と
協
働
し
、
高
校
１
年
生
を
対
象
と
し

た
Ｃ
Ｓ
Ｌ
授
業
の
一
環
と
し
て
、「
働
く
意

味
に
つ
い
て
考
え
る
」
特
別
授
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
授
業
に
対
し
て
、
研
究
の
成

果
を
も
と
に
開
発
し
た
教
材
を
提
供
。

で
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
客
室
乗
務
員
、
整

備
の
３
つ
の
現
場
に
つ
い
て
、「
働
く
大
人

の
事
例
」
と
し
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

社
員
が
接
す
る
Ｊ
Ａ
Ｌ
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
教

育
の
様
子
や
Ｊ
Ａ
Ｌ
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
に
つ

い
て
も
説
明
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
も
っ
て

お
客
さ
ま
視
点
で
働
き
、
社
会
人
に
な
っ

て
も
学
び
続
け
る
姿
は
、
生
徒
た
ち
の
働

く
こ
と
へ
の
イ
メ
ー
ジ
を
鮮
明
に
し
て
い

く
と
と
も
に
、
働
く
こ
と
に
対
す
る
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
考
え
方
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

※
Ｃ
Ｓ
Ｌ
（
キ
ャ
リ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）

将
来
を
考
え
る
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
、
自
分
や
人
と

の
関
わ
り
方
を
知
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
、
自
分
を

社
会
に
生
か
す
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
構
成
す
る
、

立
命
館
宇
治
高
校
独
自
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
授
業
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、お
客
さ
ま
視
点
、使
命
感
。

「
働
く
」
を
自
分
事
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
す
る
。

●
立
命
館
宇
治
高
校

「
働
く
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
」特
別
授
業
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「
誰
か
の
た
め
に
働
く
こ
と
」「
働
い
て

も
学
び
続
け
る
こ
と
」
の
大
切
さ
を
、
実

在
の
企
業
を
扱
う
こ
と
で
、
説
得
力
を

持
っ
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
と
、

手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
研
究

成
果
を
も
と
に
、
さ
ら
に
別
の
教
材
づ
く

り
も
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

研
究
に
携
わ
っ
た
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の

先
生
や
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
方
に
授
業
に
来
て
い

た
だ
け
た
ら
、
生
徒
た
ち
の
印
象
に
も
よ

り
残
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
が
Ｊ
Ａ
Ｌ
を
訪
問
す
る
機
会
が
あ
れ

ば
と
も
思
い
ま
す
。　
　

酒
井
淳
平
教
諭

　
「
働
く+

α
」
の
α
の
部
分
に
つ
い
て
、

授
業
を
終
え
て

「フィロソフィ教育」講演への感想
　2016年 11月５日、立命館宇治高校で行われたキャリア教育研
究会では、公開授業の後、稲盛経営哲学研究センター客員教授の
髙津正紀氏より京セラの社員教育について、RITA LABO助教の
谷口悦子より 2016年３月の国際シンポジウムで発表した「JAL

社員の意識・行動を変えた教育プラットフォーム」の講演があり
ました。参加した教育関係者の皆さんからの感想を紹介します。

● 稲盛哲学を具体的に学べ、有り難かった。JAL再生について、
教育の果たす役割が明確にわかった（面白かった）。

● JALを含めて変わることのポイントを教えていただけたと思い
ます。特に渦のお話はこれから立ち上がる新生徒会に活用させて
いただきます。

● 稲盛経営哲学の根本にある「利他」という考え方は、今の高校
生にも必要なことだと感じました。特に「渦の中心になれ」とい
う考え方は、教育現場や生徒にも活かせると思います。

● JAL再生の内情の詳細がとても勉強になりました。渦をつくる
人、渦に巻き込む人、渦が渦巻く環境をつくる人の考え方に刺激
を受けました。

実
際
に
働
い
て
い
る
方
々
の
様
子
を
生
徒

に
見
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
が
よ
か
っ
た

で
す
。
ま
た
、
企
業
内
の
工
夫
や
努
力
な

ど
は
外
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
部
分
が
多
い

の
で
、
今
回
協
力
い
た
だ
け
た
こ
と
で
、

教
員
だ
け
で
は
作
れ
な
い
授
業
が
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

徳
地
克
己
教
諭

立命館宇治高校のCSL担当チーム。
左から徳地教諭、髙野阿草教諭、
武部恵子教諭、酒井教諭。

この授業は『キャリア・ガイダンス（発行：株式会社リクルートホールディングス）』にも取り上げられました。
授業内容については『キャリア・ガイダンス』サイトをご覧ください。https://goo.gl/LPMxRD

航空会社で働く人の中で、まずは客室乗務員とパイ
ロットの仕事について説明。お客さまのために、どん
な思いで、どんな工夫をしながら働いているか、具体
的な事例で紹介しました。

運航部門や客室部門に比べて整備部門の仕事とその
重要性は、生徒たちにはなかなかイメージしにくいも
の。だからこそこの授業では使命感をもって安全性を
踏まえた定時運航を支える整備士の仕事と、その思い
を伝えました。

企業理念や JALフィロソフィを学び、サービスの向
上や働き方について、部門や職階を超えて話し合う
JALフィロソフィ教育の現場を紹介。一般社員に混
ざって、社長も参加し、学んでいる様子は、生徒たち
に強い印象を残しました。
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授業で使われたスライド




